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連結決算概要（Ｂ／Ｓ）

当 期 末

’ ０９／１２

前 期 末

’ ０８／１２
増 減 増 減 内 容

２，９２２

(受取手形・売掛金 ) ２，９１７ ３，１４０ △２２２

原材料１８３増、仕掛品５７

増、製品５１６減

買掛金１７０増、未払法人税

等８９１増

TOB用資金 ２，０００返済

増 減 内 容

独土地５.7K平米

機械償却対応年数短縮

△１７０

△５７４

△２，０７３

△３，０３７

増 減

△１９３

４

３０，１１０

( 棚 卸 資 産 ) ５，３６８ ５，５３８

利 益 剰 余 金 ２８，０６８ ３１，１０５

負 債 ４，１９１ ４，７６５

設 備 投 資 額 ６４２ ８３５

２，２１６

当 期
’09／12

前 期

’08／12

減 価 償 却 費 ６４８ ６４４

３３，０３２

１４３

総 資 産

( 有 利 子 負 債 )

単位：百万円単位：百万円単位：百万円
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連結決算概要（Ｐ／Ｌ）

今 期 実 績
’０９／１２

前 期 実 績
’０８／１２

前 年 比 修 正 計 画
’０９／１２

１９，０６０
100%

１１，４６０
60%

４，９００
26%

５，４７０
29%

当 期 純 利 益
４，３３８

22%
３，８８５

17%
１１２％

4pt
３，４９０

18%
１２４％

3pt

EPS（円） ６９７．７０ ５７６．８９ ５５９．４１

為 替 レ ー ト

米 ド ル ９３円 １０３円 １０円 円高 ９２．００円 １円 円安

ユ ー ロ １３０円 １５３円 ２３円 円高 １２５．００円 ５円 円安

計 画 比

２３，０２０
100%

１０５％

１０７％
1pt

１２８％
5pt

１２５％
5pt

売 上
総 利 益

１２，２４３
61%

１４，３３６
62%

８５％
△1pt

７，８２１
34%

６，４９７
28%

８７％

８０％
△ 3pt

１０６％
6pt

１９，９８２
100%

６，２４５
31%

６，８５８
34%

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

単位：百万円単位：百万円単位：百万円
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事業の種類別連結売上高増減

２ ０ ０ ８年 ２ ０ ０ ９年

歯科製品
関連事業 20,059 17,953

工業製品
関連事業 2,290 1,446

そ の 他
事 業 371 582

計 23,020 19,982

期中平均レート

米 ド ル 103.68 93.51

ユ ー ロ 153.19 130.36

2008年の為替レートで換算した場合の増減

22,353 23,020

単位：百万円

2008年売上高実績 2009年売上高実績

為替
影響

△1,251

２３，０２０
１９，９８２

欧州以外の地域は減収
円建て販売地域（南米、中

東）で需要減
高額機器（ユニット）低迷

自動車等需要低迷の影響
アジアに回復の兆し

歯科製品

△924

△4.6%
△795

工業製品
△34.7%

△66

その他
△10.0%
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事業の種類別営業利益増減

２ ０ ０ ８年 ２ ０ ０ ９年

歯科製品
関連事業 9,363 8,025

工業製品
関連事業 819 533

そ の 他
事 業 158 142

全社費用 △2,521 △2,455

計 7,821 6,245

2008年の為替レートで換算した場合の増減

単位：百万円

2008年
営業利益

2009年
営業利益

歯科製品

△488

△795
△1,251

△250

工業製品

７，８２１ ６，２４５
為替換算
影 響

△900

全 社
費 用

65

△1

その他

営業利益率44.7%（△2.0pt)
高付加価値品の減少（インプラ
ント関連）

営業利益率36.8%（1.0pt)
低利のグラインダー大幅
子会社販売割合増加 期中平均レート

米 ド ル 103.68 93.51

ユ ー ロ 153.19 130.36
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'09年12月期

アジア
14%

北米
20%

国内
18%

欧州
33%

その他
15%

'05年12月期

アジア
22%

北米
22%

国内
19%

欧州
25%

その他
12%

地域別連結売上高推移（歯科用）地域別連結売上高推移（歯科用）

3,673
5,495 6,199 6,988 6,046

3,136

3,311
3,972

3,782
3,504

3,103

3,190

2,928 2,717

2,5032,692

3,185

3,451 3,452

3,2321,677

2,945
3,119

1,966
2,666

0

5,000

10,000

15,000

20,000

'05年12月期※ '06年12月期 '07年12月期 '08年12月期 '09年12月期

百万円

欧州 北米 アジア 国内 その他

14,283

17,149

19,496

※’05年12月期は3月から12月までの10ヶ月決算でしたが、比較のため1月～12月までの12ヶ月分を参考値として集計しております。

20,059

17,953
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地域別連結売上高の増減（歯科用）地域別連結売上高の増減（歯科用）

２００ ８年 ２ ０ ０ ９年

欧 州 6,988 6,046

北 米 3,782 3,504

国 内 3,452 3,232

ア ジ ア 2,717 2,503

そ の 他 3,119 2,666

計 20,059 17,953

期中平均レート

米 ド ル 103.68 93.51

ユ ー ロ 153.19 130.36

2008年の為替レートで換算した場合の増減

単位：百万円

2008年歯科売上高 2009年歯科売上高

△795

為替
影響

△1,１８１

２０，０５９ １７，９５３

△900

欧州
0.4%

３０

△２２７

北米
△6.0% 国内

△２１９

△6.4% アジア

△１７０

△6.3% その他

△３３７

△10.8%

全子会社２桁増
代理店在庫解消ほぼ終了

自社ブランド増加（キャ
ンペーン効果）
ＯＥＭ軒並み苦戦

自社・OEMとも前年並み
インプラント機器大幅減

韓国大幅減（Won安）
中国他前年並み

オセアニア好調
南米・中近東大幅減
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'05年12月期

国内
51%

北米
21%

欧州
13%

アジア
6%

その他
9%

'09年12月期

国内
45%

北米
30%

欧州
9%

アジア
6%

その他
10%

地域別連結売上高推移（工業用）地域別連結売上高推移（工業用）

993 1,088 1,010 1,022

638

412

508
507 580

438

266

307 367
373

137

126

169 118
135

88

180

223 276
179

143

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

'05年12月期※ '06年12月期 '07年12月期 '08年12月期 '09年12月期

百万円

国内 北米 欧州 アジア その他

1,979

2,297 2,279

※’05年12月期は3月から12月までの10ヶ月決算でしたが、比較のため1月～12月までの12ヶ月分を参考値として集計しております。

1,446

2,290
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国内

△37.5%

△３８３

地域別連結売上高の増減（工業用）地域別連結売上高の増減（工業用）

２００ ８年 ２ ０ ０ ９年

国 内 1,022 638

北 米 580 438

欧 州 373 137

ア ジ ア 135 88

そ の 他 179 143

計 2,290 1,446

期中平均レート

米 ド ル 103.68 93.51

ユ ー ロ 153.19 130.36

2008年の為替レートで換算した場合の増減

単位：百万円

2008年工業売上高 2009年工業売上高

為替
影響

△４７

２，２９０ １，４４６

△９４

北米

△16.2%

アジア

△４６

△34.3%
その他

△３５

△20.0%

△２３５

欧州
△63.1%

設備投資抑制で大幅減

歯科ＣＡＤ/ＣＡＭ用スピンドル増
その他景気低迷で減収

厳しい経済環境下、低
迷（ドイツ、スイス、イタリ
ア）
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ナカニシ本体 △６０３
広告他削減 △３７７
ＥＣＳＣ
欧州集中倉庫
オペレーション ３７５

販管費減

４５２

営業利益の増減要因営業利益の増減要因

2008年
営業利益

2009年
営業利益

７,８２１
需要減少

△１,４００

単位：百万円

売上連単倍率増
’08：1.14倍
’09：1.28倍（前期レート）
新規連結効果 １７７百万円
（スペイン、オセアニア）

５９０

子会社経由
売上増

棚卸評価損
（売上原価）

△３７０

その他

５３

為 替
影 響

$：103.68円→ 93.51円
€：153.19円→130.36円

△９００

６,２４５

為替、新規連結を除き
２，２４８百万円減少
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2010年12月期業績予想
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次期連結決算概要（Ｐ／Ｌ）次期連結決算概要（Ｐ／Ｌ）

次 期 予 想
’１０/１２

今期実績
’０９/１２

前 期 比 増 減 要 因

１９，９８２
１００%

当 期 純 利 益
３，９２７

１９%
４，３３８

２２%
９１％
△３pt 養老保険満期返戻金１６０

想 定 為 替 レ ー ト

米 ド ル ８５．００円 ９３．５１円 ８．５１円円高

E P S （ 円 ） ６３９．７１ ６９７．７０

ユ ー ロ １２０．００円 １３０．３６円 １０．３６円円高

設 備 投 資 １，０００ ６４２ ３５８ 新製品金型等、他生産設備維持更新

減 価 償 却 費 ６７０ ６４８ ２２

売 上 総 利 益
１２，７６０

６１%
１２，２４３

６１%
１０４％
△０pt

歯科製品：７２６（ ４%）

工業製品：２５３（１８%), その他：３７（ ６%）

原価率微増：コストダウンで為替の影響（値引、換

算を軽減

販管費４４３増 － 広告費１６１（カタログ等）、

人件費（本子会社人員強化）

為替差損２００（外貨建債権換算損）

６，２４５
３１%

６，８５８
３４%

１０５％

１０１％
△１pt

９０％
△５pt

２１，０００
1００%

６，３２０
３０%

６，１６７
２９%

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

単位：百万円単位：百万円
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連結売上高事業の種類別増減連結売上高事業の種類別増減

２００９年 ２ ０ １ ０年

歯科製品
関連事業 17,953 18,680

工業製品
関連事業 1,446 1,700

そ の 他
事 業 582 620

計 19,982 21,000

期中平均レート

米 ド ル 93.51 85.00

ユ ー ロ 130.36 120.00

2009年の為替レートで換算した場合の増減

22,353

△192

23,020

単位：百万円

2009年
売上高実績

2010年
売上高計画

△924

１９，９８２ ２１，０００

△４６０

為替
影響

引き続き欧州は堅調を予想
南米、中近東にも注力

アジアを中心に回復基調
（ＨＤＤ関連）
国内下げ止まりを予想

歯科製品

１,１３５

6.3%

工業製品

２９０

20.1%

５１

その他

8.8%
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地域別連結売上高の増減（歯科用）地域別連結売上高の増減（歯科用）

２００ ９年 ２ ０ １ ０年

欧 州 6,046 6,117

北 米 3,504 3,638

国 内 3,232 3,288

ア ジ ア 2,503 2,588

そ の 他 2,666 3,049

計 17,953 18,680

期中平均レート

米 ド ル 93.51 85.00

ユ ー ロ 130.36 120.00

2009年の為替レートで換算した場合の増減

単位：百万円

2009年歯科売上高 2010年歯科売上高

為替
影響

△４０８

１８，６８０

欧州
7.6%

４５６
北米
5.0%

１７４ 国内
1.7%

５５
その他
12.7%

３３８

アジア
4.4%

１１１

１７，９５３

子会社は堅調に推移
代理店在庫解消完了
競争激化の懸念（価格競争）

カナダおよび米自社ブランド
前年並み
ＯＥＭ回復に新商品提案

インプラント回復基調
新製品（超音波製品等）拡販

中国商流軌道に注力
韓国は引き続き低迷

（ウォン安）

南米の営業強化
為替相場の影響大
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国内
30.0%

１９１

地域別連結売上高の増減（工業用）

２００ ９年 ２ ０ １ ０年

国 内 638 830

北 米 438 374

欧 州 137 166

ア ジ ア 88 200

そ の 他 143 130

計 1,446 1,700

期中平均レート

米 ド ル 93.51 85.00

ユ ー ロ 130.36 120.00

2009年の為替レートで換算した場合の増減

単位：百万円

2009年工業売上高 2010年工業売上高

為替
影響

△３７

１，７００

欧州

20.6%

２８

北米

△6.2%

△２７
アジア

125.1%

１１１

１，４４６

その他

△１３

△9.3%

設備投資に回復兆し

日系企業の工場（ＨＤＤ）活況

歯科用ＣＡＤ/ＣＡＭ用スピンドル減速
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広告宣伝費増加 １６０
人件費増加 １５０
ソフトウエア償却 ２０

４５５

営業利益の増減要因営業利益の増減要因

2009年
営業利益

2010年
営業利益（計画）

単位：百万円

９４

原価率改善
等

為替影響

△３０４

$： 93.51円→ 85.00円
€：130.36円→120.00円

６，２４５ ６，３２０

需要増加

９０５

販管費増

△５９８

△２３

その他

１，４８０百万円売上増加
歯科１，１３５、
工業 ２９０、その他５１

棚卸評価減消滅
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市場の状況と今後の施策市場の状況と今後の施策市場の状況と今後の施策

代表取締役社長

中西英一
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環境認識
-活動範囲・拠点-

世界に広がるＮＳＫのネットワーク
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ブランド価値
高い

ブランド価値
低い

市場売価
高価格

2000
2000

2000

2000

2000

環境認識
-ブランドポジショニング-

市場売価
低価格

中国他低価格製品
及び

コピー製品 大手5社の競争激化

→ブランド差別化

http://www.sirona.com/
http://www.bienair.com/default.asp


機 会 脅 威

強

み

価格競争力

ブランド

海外販路

財務安定性

内製化率

ﾛｰｴﾝﾄﾞ競合の攻勢

模倣品の氾濫

為替リスク

被買収リスク

弱

み 組織インフラの整備

機会損失

事業拡大リスク

環境認識
- SWOT-

当社の強みを活かして事業展開
弱みをカバーする施策を実施
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モノづくり改革
継続

グループ
ガバナンス確立

ビルトイン製品
拡充

ハンドピース
拡販

地
域
軸

事
業
軸

マネージメント軸

先進国

Ｂｒｉｃｓ
＆

ＶＩＳＴＡ

既存製品領域

新たな
成長領域

事業の方向性
「グローバルNO1」に向けた
基盤づくり

多方面の施策を通して
脅威に対応
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デンタル部門デンタル部門

製
品
＆

価
格
戦
略

製
品
＆

価
格
戦
略

販
売
網
＆
広
告

販
促
戦
略

販
売
網
＆
広
告

販
促
戦
略

不況に対応した全世界

拠点での活動強化
-現地に根ざした深堀り営業

-ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽのさらなる強化

-高粗利率のﾊﾝﾄﾞﾋﾟｰｽ拡販

-市場動向ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

-ﾃﾞﾘﾊﾞﾘ体制強化

新製品開発
・ﾒｰｶｰ向けｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

強化
-米国では医療業界

-欧州では精密機器

業界

新製品開発・拡販
-世界NO.1製品の上市

-ﾌﾟﾚﾐｱﾑ、ﾐﾄﾞﾙﾚﾝｼﾞ、ｺｽﾄ
ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾓﾃﾞﾙ、と

あらゆる顧客層に対応

可能なﾊﾝﾄﾞﾋﾟｰｽ製品群

の再編

販売体制の強化
- 欧州の販売および

ｻｰﾋﾞｽ体制見直し
（NEHを軸として）

- ｱｼﾞｱの販売および

ｻｰﾋﾞｽ体制見直し

（シェア奪還）

販売体制の強化
-国内

深堀り営業

-海外

欧州、中国担当設置
-メディカル事業に対応で

きるサービス体制拡充

新製品開発
- 競合他社に対抗できる

新製品開発

- 消耗品ﾋﾞｼﾞﾈｽ体制確立

工業部門工業部門 メディカル部門メディカル部門

事業の方向性
-マーケティングミックス-



顧客への納品リードタイム短縮

顧客接点の緊密化

顧客情報の整備

ＮＳＫユーロホールディングスの集中倉庫モデル展開

Focus
集中

Enhancement
強化

2009年を勝ち抜いた総合力で2010年更なる躍進を計る

事業の方向性
–ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ軸-

PSI(販売・在庫・仕入)情報の整備



製造リードタイムの短縮

事業の方向性
–製品軸-

洗練されたデザイン

原価低減

Enhancement
強化

新モデルの連続的投入 (差別化の維持／模倣品対策)
Focus
集中

2009年を勝ち抜いた総合力で2010年更なる躍進を計る



コアビジネスであるハンドピース拡販

成長カテゴリーであるインプラント関連機器拡販

成長カテゴリーである歯周関連機器拡販

欧米への深堀営業とBrics/VISTA諸国への販売網強化

業界ダントツNO.1のアフターサービス提供

Focus
集中

Enhancement
強化

2010年を勝ち抜いた総合力で2011年更なる躍進を計る。

事業の方向性
–営業軸-



欧州・北米・オーストラリア・日本。

深堀営業を進め、さらなる占有率拡大を図る。

IDS2009
ドイツ

ADF
【フランス】

Dental Show Case
【イギリス】

Greater NY
【アメリカ】

東京デンタルショー

Greater NY
【アメリカ】

事業の方向性
–営業軸-
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Dental Salon
【モスクワ】

FDI S’pore
上海展示会

CIOSP
【ブラジル】

Brics/VISTA地域の重点攻略開始。

事業の方向性
–営業軸-



マイクロモーター カップリング

インプラントモーター超音波スケーラー技工用エアータービン

業界をリードするNSK LED Solution

マイクロモーター

システム

事業の方向性
–製品軸-
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• 09年度は不況下ながら好調を維持。

• 現地法人中心に深堀り営業強化で10年度は09年度比で売上

（現地売り）増を目指す

• チタンコントラは引き続き好調

• NLX nanoや超音波等の新製品の投入による販売増を狙う

• NSK Euro Holdings

– 欧州集中倉庫のオペレーションを安定化させPSI情報を整備

– PSI情報を活用して日本とのサプライチェーンを強化

– 全欧州の統一したマーケティング実施

– OEMビジネスの強化

市場戦略（歯科）－欧州市場戦略（歯科）－欧州



ハンドピース
X, S-Max-M Series

インプラント関連機器
Surgic Series

歯周関連機器
Varios Series

新ハンドピース

パウダー

市場戦略（歯科）－欧州 基本製品販売戦略市場戦略（歯科）－欧州 基本製品販売戦略

重点拡販製品
新製品上市と連動した拡販策推進
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• ブラスラーUSA社（米国販売委託先）

– 09年度は不況下ながら08年度比でプラスを確保

NL400・X95Lのセットが好調に推移した

– タービン中心の市場ながら、NLX nanoの投入を起点に拡販を

狙う

– 大学の入札案件による売上は今期も引き続き高い水準を想定

• ＯＥＭ

– 減収となった09年度と同水準の売上を10年度も想定

– 需要の低迷およびOEM先の在庫調整が論拠

• カナダ市場

– NSKアメリカから出荷する商流のオペレーションが軌道に乗る

– 流通政策、価格政策の見直しにより販売の基盤を強化

市場戦略（歯科）－北米市場戦略（歯科）－北米
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• ハンドピース販売に注力

– ０９年度は不況の中、計画並の実績を確保

– 主力コントラは堅調

– ＬＥＤのカップリングに対する市場の感触はよく、拡販を推進

– 好評のセミナーを継続し、超音波スケーラーの販売も堅調

• OEM

– 09年度は不況の影響を受け売上減

– 10年度も不安定要因多く、前期並の保守的な売上計画を立案

市場戦略（歯科）－国内市場戦略（歯科）－国内
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• ボリュームゾーンで相対的に付加価値が高い製品へシフト

• 販売網の強化
– メーカー主導でエンドユーザーとのつながりをつくる

– 有名病院、大学、ドクターとの関係強化

– TOP5の歯科大学への奨学金の提供

– 販売代理店との連携強化

– 新規代理店の追加により市場カバレッジを広げる

• アフターサービスの強化
– 模倣品メーカーとの差別化

＊ 市場環境

• 中国の現地メーカーの競争力が向上、脅威になりつつある

市場戦略（歯科）－中国市場戦略（歯科）－中国
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• 東南アジア

– シンガポールの販売拠点 NSK Asiaを軸に積極展開

– 販売網見直し、販売力強化

• 中南米

– 前期は在庫調整もあり大幅売上減

– 今期は需要期と出荷サイクルのリンク、各国流通の整

備、代理店のフォローアップ、アフターサービスの強

化を通して売上大幅増を期す

• ロシア

– 新規流通網の構築に注力

– ロシアだけでなく、CIS市場における販売を拡大

• オセアニア

– 前期業績は好調に推移

– 代理店フォローアップ、大学案件、アフターサービス

を着実に行いさらに地盤を固める

市場戦略（歯科）－その他市場戦略（歯科）－その他
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NLS Nanoマイクロモーター

究極のバランスを実現した世界最小最軽量マイクロモーター

■25％短く、20％軽い(当社NL400との比較）

■ベクトルモーター制御によるスムーズな回転と高トルク実現

■LED光源自然光による作業環境の改善

■タービン並みの優れたバランスを実現

NLX nano

NL 400

68.8mm

93.6mm

61g

76g
NSK nano complete set

製品戦略（歯科）－新製品製品戦略（歯科）－新製品
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NLX Plus integrate system

NLS Plusマイクロモーターシステム

究極のバランスを実現した世界最小最軽量マイクロモーター

■25％短く、20％軽い

■LED光源自然光による作業環境の改善

■タービン並みの優れたバランスを実現

製品戦略（歯科）－新製品製品戦略（歯科）－新製品
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競合他社 NSK

超音波システム

■使いやすさを徹底的に追求した

業界NO1クラスのスリムなハンドピース

■自然光に近いLEDライト採用による

口腔内術野の向上

■２本のボトル搭載による治療目的に合わせた

継続・交換の手間を軽減

■新開発iPiezoエンジンによる安定したパワーの供給

■診療室にマッチした新デザイン

優れたハンドピースによる

口腔内アクセスの向上

製品戦略（歯科）－新製品製品戦略（歯科）－新製品
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EMS SATELEC NSK Varios170

W60.5xD49.6xH32.9mm W60.3xD49.2xH33.4mm W63xD54xH26mm

99cc98.7cc 88.45cc

世界最小 超音波ビルトインシステム

■世界最小モジュール

■使いやすさを徹底的に追求した

業界NO1クラスのスリムなハンドピース

■自然光に近いLEDライト採用による

口腔内術野の向上

■新開発iPiezoエンジンによる安定したパワーの供給

製品戦略（歯科）－新製品製品戦略（歯科）－新製品
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業界初 歯科衛生士向け
５日間 マスターコース セミナー開催

講師：土屋和子先生（DH)・植松厚夫先生（DR)

自立した歯科衛生士に必要な知識と技術が確実に
身に付けられる５ディズマスター

■ステップ別カリキュラム
ベーシックからアドバンスまで確実に
ステップアップが行われるレベル別カリキュラム設定

■各ステップごとの自己診断テスト
受けたセミナーがどれだけ身についているかの
自己診断が行えるテストの実施

■歯科医師による講義
歯科医師から見る歯科衛生士に求められる
知識と視点の習得

本社セミナー実習の様子
本社ハンズオンセミナー開催

社員の口腔内にて

実習

製品戦略（歯科）－歯科衛生士向けセミナー製品戦略（歯科）－歯科衛生士向けセミナー
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インプラント用コードレススクリュードライバー

■狭い口腔内における高い操作性と電動化による

治療時間の大幅短縮を実現

■インプラント アバットメント固定用

（アバットメント：インプラント・フィクスチャーと

上部補綴物の連結部）

■トルクカリブレーション機能搭載

■見やすい大型ディスプレー搭載

■使いやすいON/OFFスイッチレバー

■急速充電

製品戦略（歯科）－新製品製品戦略（歯科）－新製品
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• 国 内

– 09年度は大幅売上減

– 10年度は不況からの回復基調を見込み増収を計画

– メディカル業界の精密加工企業への販売に注力

• アジア

– 09年度は工作機械業界の市況悪化を受け、大幅な受注減

– ＨＤＤ用向けの部品加工業界に注力

• 北 米

– 09年度は不況の中、ほぼ計画を達成

– 今後も好調な市場にフォーカスした営業（メディカル業
界）を展開し、売上維持を図る

• 欧 州

– 09年度は大幅売上減

– スイス、ドイツ市場(精密・医療部品の有望な地域)向け製
品の拡販体制の確立

– 欧州現地法人を活用したアフターサービス体制の構築

市場戦略（工業）市場戦略（工業）
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『『電動式スピンドル電動式スピンドル E4000E4000』』

Φ40mmの高トルクタイプ

製品戦略（工業）－新製品製品戦略（工業）－新製品
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製品戦略（工業）－新製品製品戦略（工業）－新製品

103mm

88mm

回転速度 1,000-80,000min-1

最大出力 150W
各種外部制御機能搭載

ブラシレス･モーター・スピンドル
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• メディカル

– 国内

• 安定的に推移

• 消耗品ビジネス（滅菌バー）、堅調に拡大中

– 海外

• 海外の代理店網が確立されてきたことを受け、

今後はKOLの囲い込みを軸に販促推進

• 獣医

– 徐々にNSKブランドが浸透

• 業績は順調に伸張

• プリマドの導入を起点に拡販を推進

市場戦略（メディカル・獣医）市場戦略（メディカル・獣医）



46


	２００９年１２月期（第５８期） �決算説明会
	目　　　次
	連結決算概要（Ｂ／Ｓ）
	連結決算概要（Ｐ／Ｌ）
	事業の種類別連結売上高増減
	事業の種類別営業利益増減
	地域別連結売上高推移（歯科用）
	地域別連結売上高の増減（歯科用）
	地域別連結売上高推移（工業用）
	地域別連結売上高の増減（工業用）
	営業利益の増減要因
	2010年12月期業績予想
	次期連結決算概要（Ｐ／Ｌ）
	連結売上高事業の種類別増減
	地域別連結売上高の増減（歯科用）
	地域別連結売上高の増減（工業用）
	営業利益の増減要因
	市場の状況と今後の施策
	２００９年１２月期（第５８期） �決算説明会
	目　　　次
	連結決算概要（Ｂ／Ｓ）
	連結決算概要（Ｐ／Ｌ）
	事業の種類別連結売上高増減
	事業の種類別営業利益増減
	地域別連結売上高推移（歯科用）
	地域別連結売上高の増減（歯科用）
	地域別連結売上高推移（工業用）
	地域別連結売上高の増減（工業用）
	営業利益の増減要因
	2010年12月期業績予想
	次期連結決算概要（Ｐ／Ｌ）
	連結売上高事業の種類別増減
	地域別連結売上高の増減（歯科用）
	地域別連結売上高の増減（工業用）
	営業利益の増減要因
	市場の状況と今後の施策

